番号：理事会No.１
内容：法人の業務執行の決定（理事長専決事項以外のもの）
根拠条文等：第４５条の１３第２項第１号、定款例第２４条
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　社会福祉法人○○会就業規則の変更の承認について
新型コロナウィルスの影響に対応するため、「社会福祉法人○○会就業規則」の変更について、別紙「社会福祉法人○○会就業規則変更案」に基づき、○○理事長から詳細な説明があった。
　　　
○○議長　　 それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　 ○○○○○○○○○○○○
○○理事長　 ○○○○○○○○○○○○
○○監事　　 ○○○○○○○○○○○○
－中略－
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されました。　
（備考）　定款例２４条より
（１）「日常の業務として理事会が定めるもの」の例としては、次のような業務がある。なお、これらは例示であって、法人運営に重大な影響があるものを除き、これら以外の業務であっても理事会において定めることは差し支えないこと。
①　「施設長等の任免その他重要な人事」を除く職員の任免
（注）理事長が専決できる人事の範囲については、法人としての判断により決定することが必要であるので、理事会があらかじめ法人の定款細則等に規定しておくこと。
②　職員の日常の労務管理・福利厚生に関すること
③　債権の免除・効力の変更のうち、当該処分が法人に有利であると認められるもの、その他やむを得ない特別の理由があると認められるもの
ただし、法人運営に重大な影響があるものを除く。
④　設備資金の借入に係る契約であって予算の範囲内のもの
⑤　建設工事請負や物品納入等の契約のうち次のような軽微なもの
ア　日常的に消費する給食材料、消耗品等の日々の購入
イ　施設設備の保守管理、物品の修理等
ウ　緊急を要する物品の購入等
（注）理事長が専決できる契約の金額及び範囲については、随意契約によることができる場合の基準も参酌しながら、法人の判断により決定することが必要であるので、理事会があらかじめ法人の定款細則等に規定しておくこと。
⑥　基本財産以外の固定資産の取得及び改良等のための支出並びにこれらの処分
ただし、法人運営に重大な影響があるものを除く。
（注）理事長が専決できる取得等の範囲については、法人の判断により決定することが必要であるので、理事会があらかじめ法人の定款細則等に規定しておくこと。
⑦　損傷その他の理由により不要となった物品又は修理を加えても使用に耐えないと認められる物品の売却又は廃棄
ただし、法人運営に重大な影響がある固定資産を除く。
（注）理事長が専決で処分できる固定資産等の範囲については、法人の判断により決定することが必要であるので、理事会があらかじめ法人の定款細則等に規定しておくこと。
⑧　予算上の予備費の支出
⑨　入所者・利用者の日常の処遇に関すること
⑩　入所者の預り金の日常の管理に関すること
⑪　寄付金の受入れに関する決定
ただし、法人運営に重大な影響があるものを除く。
（注）寄付金の募集に関する事項は専決できないこと。
なお、これらの中には諸規程において定める契約担当者に委任されるものも含まれる。


番号：理事会No.２
内容：評議員会の日時及び場所、目的となる事項の決定
根拠条文等：第４５条の９第１０項、　一般法第１８１条
【一般】第１８１条  　評議員会を招集する場合には、理事会の決議によって、次に掲げる事項を定めなければならない。
１　評議員会の日時及び場所
２　評議員会の目的である事項があるときは、当該事項
3　前２号に掲げるもののほか、法務省令で定める事項
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　評議員会の招集の件
事務局より、事務局案として、評議員会を下記のとおり開催したい旨の説明があった。
日時　令和○年○月○日（○曜日）　○時○分から○時○分まで（予定）
場所　○○県○○市○○一丁目２番３号　社会福祉法人○○会法人本部会議室
議題　報告事項
（１）○○○○○の件
決議事項
（１）○○○○○の件
（２）○○○○○の件
（３）○○○○○の件
議案の概要
別紙議案資料「第○回評議員会招集通知（案）」のとおり

[bookmark: _Hlk900677]○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されました。


番号：理事会No.３
内容：評議員会の招集
根拠条文等：定款例第１２条
【定款例】（招集）第１２条　評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき理事長が招集する。
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
理事会No.２を流用


番号：理事会No.４
内容：理事会の招集権者とする
根拠条文等：第４５条の１４第１項
【法】理事会は、各理事が招集する。ただし、理事会を招集する理事を定款又は理事会で定めたときは、その理事が招集する。
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　理事会招集権者の件
事務局より、社会福祉法第４５条の１４第１項に従い、理事会の招集権者を○○理事としたい旨の説明があった。

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されました。

※　定款例では、第２５条において招集権者を理事長と定めている。


番号：理事会No.５
内容：定款施行細則の決定
根拠条文等：定款例第４０条
【定款例】（施行細則）第４０条　この定款の施行についての細則は、理事会において定める。
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　定款施行細則制定の件
事務局より、定款第〇条に定める定款の施行についての細則を別紙「定款細則案」のとおり制定したい旨の説明があった。

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　 その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されました。


番号：理事会No.６
内容：従たる事務所その他の重要な組織の設置、変更及び廃止
根拠条文等：第４５条の１3第４項第４号
【法】従たる事務所その他の重要な組織の設置、変更及び廃止
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　従たる事務所（支部）設置の件
事務局より、当法人の従たる事務所（支部）を下記のとおり設置したい旨の説明があった。
従たる事務所設置の場所　○県○市○町○丁目○番○号
従たる事務所設置の時期　令和○年○月○日とする

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　 全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されました。
※　定款の変更を要する場合には、評議員会による決議が必要
※　「従たる事務所」の条件
原則として、施設の所在地が社会福祉法人の事務所の所在地となりますが、法人の事業活動の場所が広範囲にわたる場合は、地域ごとに支部を設け、「従たる事務所」とすることができます。
「従たる事務所」としてみなされるには以下の全てを満たすことが要件だと考えられています。
１.事業活動の中心である一定の場所である
２.継続的に業務が行われている
3.代表権のある人（理事長）か、少なくともある範囲の独立の決定権を有する責任者（理事など）が業務時間中に常駐する場所であり、経営的な判断が行われている
広範囲（都道府県をまたぐ等）に事業を展開するような社会法人でなければ、3つ目の条件を充足しないと思われます。
したがって、本部とは別に事務所を設けることになっても、それが近隣であったり、そこである程度の独立的経営判断を行わない場合は、定款に記載したり、変更申請や登記をする必要はないと考えられます。

番号：理事会No.７
内容：内部管理体制の整備
根拠条文等：第４５条の１3第４項第５号
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　内部管理体制の基本方針の承認の件　
○○議長の求めに応じ、事務局から、理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他社会福祉法人の業務の適正を確保するために必要な体制の整備に関し、内部管理体制の基本方針を別紙のとおり定めたい旨の説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.８
内容：競業及び利益相反取引の制限
根拠条文等：第４５条の１６第４項、一般法第８４条
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　競業及び利益相反取引の承認の件　
○○議長の求めに応じ、事務局から、〇〇理事の予定している取引が一般法第８４条に規定している「競業及び利益相反取引」に該当する可能性があるため、理事会の承認を求める旨の提案があった。〇〇理事より、予定している取引の内容に関する重要事実を開示して説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。なお、〇〇理事は、本議案につき特別の利害関係にあるため、本議案の決議には参加できません。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。



番号：理事会No.９
内容：臨機の措置
根拠条文等：定款例第3５条
[bookmark: _Hlk79757690]議決数：過半数又は三分の二以上

具体的文例
第〇号議案　臨時の措置の承認の件　
○○議長の求めに応じ、事務局から、定款第〇条に定める新たに義務を負担し、又は権利を放棄（内容：例えば入居者の死亡事故等でその賠償等が生じた場合、その支払いに関する許諾権の行使議決、年度予算内に設定された条件以上の資金等の借り入れ許諾、所有物等の放棄）が生じた旨の説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。　　　　　　　　　　　　　


番号：理事会No.１０－１
内容：理事長および業務執行理事の選定
根拠条文等：第４５条の１3第２項第３号、定款例第２４条
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　理事長の選定の件　
○○議長の求めに応じ、事務局から、本日開催の定時評議員会において理事の全員が任期満了により改選されたことに伴い、下記のとおり理事長を選定したい旨、任期は令和○年○月○日から選定後２年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時までとする旨の説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。

第〇号議案　業務執行理事（常務理事）の選定の件 
○○議長の求めに応じ、事務局から、○○理事を業務執行理事（常務理事）に選定したい旨、任期は令和○年○月○日から選定後２年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時までとする旨の説明があった。 

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。

番号：理事会No.１０－２
内容：理事長（又は業務執行理事）の解職
根拠条文等：第４５条の１3第２項第３号、定款例第２４条　
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　理事長（又は業務執行理事）の解職の件　
○○議長の求めに応じ、事務局から、理事長（又は業務執行理事）が辞職したいとの申し出の旨、及びその事由についての説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。

第〇号議案　理事長（又は業務執行理事）の選定の件 
○○議長の求めに応じ、事務局から、上記議案に伴い下記の新たな理事長（又は業務執行理事）選定したい旨、及び任期は前理事長（又は業務執行理事）の残りの任期となる旨の説明があった。 

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.１１－１
内容：評議員選任・解任委員会委員の選任（新たに選任する場合）
根拠条文等：第３９条、定款例第６条
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　評議員選任・解任委員の選任の件　　
○○議長の求めに応じ、事務局から、議案資料「次期評議員選任・解任委員候補者名簿（案）」に基づき、評議員選任・解任委員に、監事○○○○氏、外部委員○○○○氏、法人本部事務局長○○○○を選任したい旨、任期は、令和○年○月○日から令和○年○月○日選任後４年以内に終了する会計年度のうち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時までとする旨の説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.１１－２
内容：評議員選任・解任委員会委員の選任（任期満了に伴い全員が重任する場合）
根拠条文等：第３９条、定款例第６条
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　評議員選任・解任委員の選任の件　　
○○議長の求めに応じ、事務局から、議案資料「次期評議員選任・解任委員候補者名簿（案）」に基づき、評議員選任・解任委員の、監事○○○○氏、外部委員○○○○氏、法人本部事務局長○○○○の任期が令和○年○月○日をもって満了となるので、全員重任としたい旨、任期は、令和○年○月○日から令和○年○月○日選任後４年以内に終了する会計年度のうち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時までとする旨の説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.１１－３
内容：評議員選任・解任委員会委員の選任（途中で交代する場合）
根拠条文等：第３９条、定款例第６条
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第〇号議案　評議員選任・解任委員の選任の件　　
○○議長の求めに応じ、事務局から、評議員選任・解任委員の法人本部事務局長○○○○の退職による退任に伴い、新たに法人本部総務部長○○○○を選任したい旨、任期は、令和○年○月○日から退任する委員の任期の満了する令和○年○月○日までとする旨について、議案資料「次期評議員選任・解任委員候補者名簿（案）」に基づき、の説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。　


番号：理事会No.１２
内容：重要な役割を担う職員の選任及び解任
根拠条文等：第４５条の１3第４項第3号
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第○号議案 重要な役割を担う職員[footnoteRef:1]の選任及び解任の件 [1:  重要な役割を担う職員とは、法令上の規程はないが、通常は、法人の理事以外の事務局長、施設長、総務部長、経理部長、人事部長などを指すと考えられます。] 


○○議長の求めに応じ、事務局から、重要な役割を担う職員の選任及び解任について説明がなされた。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.１3
内容：重要な財産の処分及び譲受　
根拠条文等：第４５条の１3第４項第１号
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第○号議案 重要な財産[footnoteRef:2]の処分及び譲受け[footnoteRef:3]の件 [2:  重要な財産とは株式会社の場合は最高裁で「 重要な財産の処分に該当するかどうかは、当該財産の価額、その会社の総資産に占める割合、当該財産の保有目的、処分行為の態様及び会社における従来の取扱い等の事情を総合的に考慮して判断すべきものと解するのが相当である」とされています。定款細則等で重要な財産の基準を事前に定めておかないと、財産の処分及び譲受が全て重要な財産に該当し、理事会議案となる可能性があるので、留意する必要がございます。]  [3:  また、「財産の処分」には、売却、出資、貸与、担保としての提供、債権の放棄、債務の免除等が含まれると解されています〔龍田節「会社法大要」（有斐閣、2007）〕。また、「財産の譲受」には、不動産、動産、知的財産権の譲受けのほか、設備投資、知的財産権についての実施権・使用権等の設定、技術・ノウハウ等の導入契約の締結等が含まれるとされ、さらには、相当多額の権利金または保証金の授受を伴い、長期間の拘束を受ける重要な財産の「賃借」も「財産の譲受」に含まれうると解されています〔東京弁護士会会社法部「新・取締役会ガイドライン」（商事法務、20１１）〕] 

○○議長の求めに応じ、事務局から、重要な財産の処分及び譲受けについて説明がなされた。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.１４
内容：多額の借財
根拠条文等：第４５条の１3第４項第２号
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第○号議案 多額[footnoteRef:4]の借財[footnoteRef:5]の件 [4:  多額とは、「当該借財の額、その会社の資産・経常利益等に占める割合、借財の目的及び会社における従来の取扱い等の事情を総合的に考慮して判断すべきもの」ということとなります（東京地裁平成9年3月１7日判決・判時１605号１4１頁）。定款細則等で多額の借財の基準を事前に定めておかないと、借財の全てが多額の借財に該当し、理事会議案となる可能性があるので、留意する必要があります。]  [5:  借財とは、「銀行融資等の借入れのほか、約束手形の振出、為替手形の引き受け、債務保証、保証予約、デリバティブ取引等も含まれうると解されており、また、一連の取引の場合には、累積残高も考慮される」と考えられています〔江頭憲治郎「株式会社法第6版」（有斐閣、20１5）] 

○○議長の求めに応じ、事務局から、多額の借財について説明がなされた。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.１５
内容：事業計画書および収支予算書の承認あるいは決議
根拠条文等：定款例第3１条
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第○号議案 令和○年度事業計画書および収支予算書の承認の件
○○議長の求めに応じ、事務局から、令和○年度事業計画書に基づき説明がなされ、引続き収支予算書について説明があった。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.１６
内容：事業報告及び計算書類の承認
根拠条文等：第４５条の２８第３項・定款例第3２条
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
第○号議案 令和〇年度の事業報告(案)承認の件
○○議長の求めに応じ、事務局から、令和〇年度の事業報告(案)について説明がなされた。なお、令和〇年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成していない旨も説明された

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。

第○号議案 令和〇年度の計算書類等[footnoteRef:6] (案)承認の件 [6:  計算書類等とは計算書類及びその附属明細書、財産目録です。] 

○○議長の求めに応じ、事務局から、令和〇年度の計算書類等 (案)について説明がなされた。

○○議長  それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事  ・・・・・・・・・・
－中略－
○○議長  その他、ご質問等はございませんか。ないようですので、お諮りします。第○号議案について、承認ということでよろしいでしょうか。
○○議長  本件は原案のとおり出席理事全員の賛成をもって議決されたものと認めます。


番号：理事会No.１７
内容：基本財産の処分
根拠条文等：定款例第２９条
【定款例】（基本財産の処分）第２９条　基本財産を処分し、又は担保に供しようとするときは、理事会及び評議員会の承認を得て、〔所轄庁〕の承認を得なければならない。ただし、次の各号に掲げる場合には、〔所轄庁〕の承認は必要としない。
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
議題　「基本財産の処分について」
（要旨）
議長は本議案を上程し、事務局より別紙資料に基づき基本財産の処分の必要性及び手続きについて説明がなされた。

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されたと認めます。

【物件等の表示】
　家屋　　〇〇市△△番地　家屋番号　
　　　（主である建物）
居床面積　１階　　㎡　２階　　㎡　合計　　㎡ 　


番号：理事会No.１８
内容：資産の管理
根拠条文等：定款例第3０条
【定款例】（資産の管理）第3０条　この法人の資産は、理事会の定める方法により、理事長が管理する。
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
議題　「資産の管理について」
議長は本議案を上程し、事務局より別紙資料（財産管理運用規程案）に基づき本法人の資産は理事長が管理する旨説明がなされた。

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されたと認めます。


番号：理事会No.１９
内容：会計処理の基準
根拠条文等：定款例第3４条　
【定款例】（会計処理の基準）第3４条　この法人の会計に関しては、法令等及びこの定款に定めのあるもののほか、理事会において定める経理規程により処理する。
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
議題　「会計処理の基準について」
議長は本議案を上程し、事務局より別紙資料（経理規程案）に基づき本法人の会計処理の基準は法令等及びこの定款に定めのあるもののほか、本法人の経理規定に基づき処理する旨説明がなされた。

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されたと認めます。


番号：理事会No.２０
内容：社会福祉法第４５条の２０第４項に規定する責任の免除
根拠条文等：第４５条の２０、一般法第１１４条
【一般】第１１４条  　第１１２条の規定にかかわらず、監事設置一般社団法人は、第１１１条第１項の責任について、役員等が職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がない場合において、責任の原因となった事実の内容、当該役員等の職務の執行の状況その他の事情を勘案して特に必要と認めるときは、前条第１項の規定により免除することができる額を限度として理事の過半数の同意によって免除することができる旨を定款で定めることができる。
議決数：過半数又は三分の二以上又はその他

具体的文例
議題　「社会福祉法第４５条の２０第４項に規定する責任の免除について」
（要旨）議長は本議案を上程し、事務局より別紙資料に基づき理事長〇〇の責任免除に関して説明がなされた。
１　理事長〇〇〇〇について
（1） 責任の原因となった事実及び賠償の責任を負う額
1 責任の原因となった事実
2 損害額〇〇万円
（2） 責任を免除できる限度額及び算定根拠
1 責任を免除できる限度額〇〇万円
2 算定根拠
　損害額より令和〇〇年度の報酬６年分を控除
（3） 責任を免除すべき理由及び免除額
1 責任を免除すべき理由
2 免除額〇〇万円

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されたと認めます。

番号：理事会No.２１
内容：公益事業の運営に関する事項
根拠条文等：
【定款例】第〇章 公益を目的とする事業
（種別）
第〇条 この法人は、社会福祉法第２６条の規定により、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援することなどを目的として、次の事業を行う。（１）〇〇の事業（２）〇〇の事業
２ 前項の事業の運営に関する事項については、理事総数の三分の二以上の同意を得なければならない。
議決数：過半数又は三分の二以上

具体的文例
議題　「公益事業の運営に関する事項について」
（要旨）
議長は本議案を上程し、事務局より別紙資料（事業計画）に基づき、当法人は社会福祉法第２６条の規定により、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援することなどを目的として事業を行う旨説明がなされた。

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されたと認めます。


番号：理事会No.２２
内容：収益事業の運営に関する事項
根拠条文等：第２６条及び定款第〇〇条
議決数：過半数又は三分の二以上

具体的文例
議題　「収益事業の運営に関する事項について」
（要旨）
議長は本議案を上程し、事務局より別紙資料（事業計画）に基づき、当法人は社会福祉法第２６条及び定款第〇〇状の規定により、その収益を社会福祉事業若しくは公益事業の経営に充てることを目的として、次の事業を行う旨説明がなされた。

〇当法人が○○に所有する土地（〇㎡）を活用した駐車場業

○○議長　　それでは、本件に関しご意見、ご質問等はございませんか。
○○理事　　○○○○○○○○○○○○
○○理事長　○○○○○○○○○○○○
○○議長　　その他にご意見、ご質問等はございませんか。ないようでしたら、お諮りしたいと存じます。第〇号議案について、承認の方は挙手をお願いします。（全員挙手）
○○議長　　全員挙手ですので、第〇号議案は、出席理事全員の賛成をもって原案どおり可決承認されたと認めます。

【参考】：社会福祉法人審査要領抜粋

第１社会福祉法人の行う事業

３ 収益事業
（１） 次のような場合は、「一定の計画の下に、収益を得ることを目的として反復継続して行われる行為であって、社会通念上事業と認められる程度のもの」に該当しないので、結果的に収益を生ずる場合であっても収益事業として定款に記載する必要はないこと。
ア 当該法人が使用することを目的とする設備等を外部の者に依頼されて、当該法人の業務に支障のない範囲内で使用させる場合、例えば、会議室を法人が使用しない時間に外部の者に使用させる場合等
イ たまたま適当な興行の機会に恵まれて慈善興行を行う場合
ウ 社会福祉施設等において、専ら施設利用者の利便に供するため売店を経営する場合
（２） 次のような事業は、「法人の社会的信用を傷つけるおそれ」があるので、法人は行うことができないこと。
ア 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）にいう風俗営業及び風俗関連営業
イ 高利な融資事業
ウ 前に掲げる事業に不動産を貸し付ける等の便宜を供与する事業
（３） 次のような場合は、「社会福祉事業の円滑な遂行を妨げるおそれ」があること。
ア 社会福祉施設の付近において、騒音、ばい煙等を著しく発生させるようなおそれのある場合
イ 社会福祉事業と収益事業とが、同一設備を使用して行われる場合
（４） （２）及び（３）の要件を満たす限り、収益事業の種類には特別の制限はないものであること。
なお、事業の種類としては、当該法人の所有する不動産を活用して行う貸ビル、駐車場の経営、公共的、公共的施設内の売店の経営等安定した収益が見込める事業が適当であること。
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